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概要  
	 小惑星探査機「はやぶさ」に搭載されたマイ

クロ波放電型イオンスラスタµ10は、そのミッ
ションを通じて4機累 計約 40,000 時間の宇宙
作動を達成し、高信頼性を実証した。マイクロ

波放電型イオンスラスタμ10 は無電極放電で
あるため大気暴露に強く（ホローカソードなど

はガスパージが必要）、イオンスパッタに強い

「炭素複合材グリッド」と合わせ、長寿命でロ

バストなイオンエンジンシステムである。 
マイクロ波で満たされたイオン源内部を、光フ

ァイバを活用することで、従来金属プローブで

は難しかったマイクロ波プラズマ源内部の診

断手法を確立した。その結果、はやぶさに搭載

されたイオンエンジンでは、推進剤であるキセ

ノンの流量を増やしても、導波管内に発生した

プラズマのせいで、プラズマ生成領域に十分な

マイクロ波が供給されていないことがわかっ

た。そこで、小惑星探査機「はやぶさ２」のイ

オンエンジンでは、推進剤を導波管と放電室か

ら分配投入し、推力で3割弱の推進性能を向上
させることに成功した。この推力向上により、

はやぶさ２の重量は  はやぶさの510kgから
600kgにすることが可能となった。 
現在、はやぶさ２に搭載された４台のイオンエ

ンジンはすべて宇宙での動作確認が完了し、末

に地球スイングバイまでの加速と（Fig. 2）、小
惑星リュウグウに向けた加速の第１期を完了

している（Fig. 3）。宇宙での初期チェックアウ
トおよび定常運用の詳細については講演にて

詳細に報告する。 
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Table 1．マイクロ波型イオンエンジン µ10性能諸元 

 
 

 
Fig. 2．イオンエンジン併用地球スイングバイの 

軌道とイオンエンジンによる加速期間 
（太陽-地球固定座標系） 

 
Fig. 3.	 小惑星リュウグウまでの軌道と 

イオンエンジンの加速期間（太陽-地球固定座標系） 
 



 

 
 
 
 
 
 
 
 

 


